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◎補正予算などを可決
　２月28日の本会議では、18日に上程し、各常任委
員会で審査した３年度関係議案19件について、１議員
から2議案に対する反対討論がありましたが、採決し
た結果、いずれも原案のとおり可決しました。

◎市長が施政方針を表明
　

同日の本会議では、４年度関係議案の上程に当たっ
て市長から施政方針の表明がありました。その中で、４年度の重点化テーマをサステナブ
ルな地域社会の創造とし、デジタル技術の活用や本市の強みである地域特性や資源を生か
して、アフターコロナの新しい社会の確立に向け持続可能な都市経営に取り組んでいくと
の決意が述べられました。

◎ロシア連邦のウクライナへの軍事侵攻を非難する決議案を可決

　
３月９日の本会議では、ロシア連邦のウクライナへの攻撃や主権侵害に対し厳重に抗議

するとともに、ロシア軍の即時かつ無条件での撤退を強く求める決議案を上程し、全会一
致で可決しました。

◎代表・一般質問に10議員

　

同日の本会議では、４会派が代表質問を、３月10日及び11日の本会議では、６人の議員
が一般質問を行い、市政の諸課題について市の考えをただしました。

◎４年度関係議案を可決

　

３月 24 日の本会議では、追加上程した議案を含めた４年度関係議案 39 件について、
各常任委員長から審査の経過と結果が報告された後、１議員から４年度一般会計予算など
７議案に対する反対討論、１議員から４年度一般会計予算に対する賛成討論があり、採決
した結果、いずれも原案のとおり可決しました。
　また、人事案件２件に同意したほか、意見書３件を可決しました。

４年度施政方針を表明する鈴木市長

２月定例会を、２月18日から３月24日までの35日間にわたって開催しました。

  ４年度予算　総額6679億円を可決  
 サステナブルな地域社会の創造をテーマに脱炭素化などに重点

2月
定例会

可 決 し た 意 見 書
◆超高速通信回線の未整備地域の解消を求める意見書
◆防災・減災、国土強靱化の加速化に資する制度の拡充を求める意見書
◆誰一人取り残されないデジタル社会構築を求める意見書
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◎２月定例会のあらまし

議
会
活
動
の
経
過

〔
２
月
〕

７
日　
厚
生
保
健
委
員
会

　
　
　
建
設
消
防
委
員
会

　
　
　
市
民
文
教
委
員
会

10
日　
議
会
運
営
委
員
会

18
日　
本
会
議（
2
月
定
例
会
開
会・

　
　
　
３
年
度
関
係
議
案
上
程
）

　
　
　
行
財
政
改
革
・
大
都
市

　
　
　
制
度
調
査
特
別
委
員
会

21
日　
各
常
任
委
員
会

25
日　
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
本
会
議（
３
年
度
関
係
議

　
　
　
案
採
決・４
年
度
関
係
議

　
　
　
案
上
程・施
政
方
針
）

　
　　
　
　

〔
3
月
〕

８
日　
議
会
運
営
委
員
会

９
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

10
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

11
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

14
日　
各
常
任
委
員
会

15
日　
各
常
任
委
員
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
行
財
政
改
革・大
都
市

　
　
　
制
度
調
査
特
別
委
員
会

24
日　
本
会
議（
４
年
度
関
係
議
案

　
　
　
採
決・2
月
定
例
会
閉
会
）

〔
４
月
〕

18
日　
行
財
政
改
革・大
都
市

　
　
　
制
度
調
査
特
別
委
員
会

　

意見書とは、国や県等が実施すべき事項について、議会の意思を意見として
まとめ、内閣総理大臣や関係行政機関などに対して提出するものです。



可 決 し た 主 な 議 案
４年度一般会計予算　　  　 総額3640億円
◆中央図書館のUD化・省エネ化に加えICT環境

への対応や座席予約システムを導入した大規模
改修

　　　　　　　　　　　　7億5050万円

大河ドラマ館イメージ図

中央図書館一般書架イメージ図（8月供用開始予定）

◆新婚夫婦に対する新生活費用の支援　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　4200万円

◆10月診療分から高校生までの子供の入院費と
　0歳児の通院費の無償化　　　　　4708万円

◆「かいごTERAKOYA事業」として市内介護事
業所で介護職員の子供や近隣の小学生を夏休み
期間中に預かるサービスの提供　　　500万円

小型自動車競走場の
　メインスタンド棟

イメージ図
（７月供用開始予定）

「かいごTERAKOYA 事業」イメージ図

大学・
高校等

介護職員
と子供

施設近隣の小学生

学生

幅広い世代の 
交流を創出

介護職員の
不安解消

 高齢者と触れ合う機会
 放課後児童会待機児童の負担軽減

職業福祉体験

介護予防

◆6年4月の稼働を目指した新清掃工場及び新破砕
処理センターの整備　　　　　　73億1700万円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
◆次世代自動車センターを通じた地域中小企業の
  ＥＶ(電気自動車)シフト対応への支援　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　6443万円
◆大河ドラマ館の建設をはじめ誘客イベントやプロ

モーション活動の実施　　　　　8億4666万円

◆交通事故削減のためＡＩによる事故危険箇所の抽
出などデータ分析の実施　　　　　　3000万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

新型コロナウイルスの感染拡大防止に御協力をお願いします
　・手洗い・うがいを励行しましょう
　・密閉・密集・密接の３つの密を避けましょう
　・感染リスクの高い地域への移動を避けましょう

　すべての人に優しさと思いやりの心を
～感染者等への誹謗中傷は「重大な人権侵害」です～

小型自動車競走場メインスタンド棟の利用料金など改定
●小型自動車競走条例の一部改正

メインスタンド棟改築工事による機能性・利便性
向上に伴い、特別観覧席の利用料金を見直すとと
もに、予想者及び予想新聞販売者などに係る入場
料を改定します。

◆新型コロナウイルスワクチンの３回目追加接種
や小児を対象とした２回接種などの体制整備　

　　　　　　　　　　　　　　　　25億37万円
◆健康マイレージ(ポイント)を付与することで市

民の健康づくりをサポートするヘルスケアアプ
リの導入

　　　　　　　　　　　　1300万円
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◎可決した主な議案
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◎行政区再編に関する協議の経過

　行政区の再編については、行財政改革・大都市制度調査特別委員会にお
いて協議を進めています。
　４年２月・３月の協議では、区政担当副市長の概要やパブリック・コメ
ントの結果(速報)などについて協議しました。
　

　協議の経過はこちらから
区制度協議の経過

　行政区再編に関する
　　　　　　協議の経過

３月23日特別委員会

 C区

 A区

 B区

特別委員会で了承した
　　　　　　　区政担当副市長の概要

　● 中山間地域の振興に関することを特命事項とする

　● 配置場所はC区（現行の天竜区）とする

　● A、B、C区を統括し、バランスをとって
　　 区政運営をする

　※中山間地域の範囲については、中山間地域振興計画
      に定義するもののほか、類似する地域も含める

内定した
　　区割り案パブリック・コメント意見募集結果(速報）

【実施時期】　　４年１月17日～２月15日
【意見提出者数】327人、5団体　 計332 
【提出方法】　　持参（32）郵便（４）電子メール（215）
　　　　　　　　FAX（11）説明会等（70）
【意見数内訳】　792件（提案37件、要望633件、質問122件）
　
※提案：案の修正点について理由を付して　     
　         具体的に説明しているもの

　要望：施策等に対する改善、意見者の思　
　         いや感想が述べられているもの
   質問：案に対する質問事項

 意見提出者数の区別内訳 

※ 寄せられた意見の内容は、市の考え方と併せて４年５月に公表される予定です。



常
任
委
員
会
の
状
況

厚
生
保
健
委
員
会

市
民
文
教
委
員
会

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
促
進
事
業
に
つ
い
て

質
疑
予
算
を
増
額
し
た

理
由
は
。

答
弁
２
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

関
係
で
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
を
中
止
し
た
た
め
、

３
年
度
に
つ
い
て
は
極
力

実
施
す
る
よ
う
調
整
し
て

い
た
。
約
１
年
か
け
て
実

施
す
る
講
座
は
、
会
場
と

な
る
施
設
が
、
緊
急
事
態

宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
に
よ
り
利
用
で
き

な
い
時
期
も
あ
っ
た
た
め
、

４
年
度
分
に
加
え
、
３
年

度
内
に
実
施
で
き
な
か
っ

た
講
座
分
を
改
め
て
予
算

措
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
フ

ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
支
援
事

業
に
つ
い
て

質
疑
社
会
的
孤
立
を
抱

え
る
世
帯
は
、
事
業
の
周

の
観
点
か
ら
そ
の
意
義
を

確
認
し
、
維
持
管
理
・
更

新
の
方
針
に
つ
い
て
再
調

査
・
検
討
す
る
こ
と
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

当
局
説
明
犯
罪
被
害
者

等
を
支
え
る
地
域
社
会
の

実
現
を
図
る
た
め
、
市
の

責
務
や
施
策
な
ど
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

質
疑
本
人
以
外
か
ら
見

舞
金
等
の
申
請
は
可
能
か
。

ま
た
、
周
知
の
方
法
は
。

ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
Ａ
ゾ

ー
ン
動
く
歩
道
踏
板
ベ
ル

ト
更
新
工
事
に
つ
い
て　

意
見
当
該
工
事
費
約
４

３
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

条
例
に
照
ら
す
と
課
題
が

あ
る
こ
と
や
、
修
繕
費
用

が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
附
帯
決
議
を
付

す
こ
と
を
提
案
す
る
。

委
員
会
の
結
論  

全
会
一

致
で
附
帯
決
議
を
付
す
こ

と
に
決
定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク

ト
シ
テ
ィ
浜
松
Ａ
ゾ
ー
ン

に
つ
い
て
は
、
動
く
歩
道

に
よ
っ
て
車
椅
子
利
用
者

の
往
来
が
し
に
く
い
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、

外
国
製
ベ
ル
ト
部
品
が
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
修
繕
費
用
が
高

騰
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

変
容
に
つ
な
が
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
る
が
、

取
組
は
ど
う
か
。

答
弁
事
前
に
家
庭
で
子

供
の
食
生
活
調
査
を
実
施

し
、
状
況
把
握
し
た
上
で

ベ※
ジ
メ
ー
タ
で
の
測
定
を

３
回
行
い
、
野
菜
摂
取
量

を
数
値
と
し
て
見
え
る
化

す
る
。
数
値
結
果
の
デ
ー

タ
は
食
生
活
の
振
り
返
り

の
た
め
書
面
で
返
却
す
る

こ
と
を
検
討
し
、
保
護
者

の
行
動
変
容
に
つ
な
げ
て

い
く
。

知
を
し
て
も
な
か
な
か
当

事
者
へ
届
か
な
い
と
考
え

る
が
、
そ
の
対
策
は
。

答
弁
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

の
対
象
者
は
経
済
的
に
困

窮
し
て
い
る
人
で
あ
り
、

独
り
親
世
帯
の
経
済
的
困

窮
率
が
高
い
こ
と
も
実
態

調
査
か
ら
分
か
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
独
り
親
世
帯

へ
各
種
案
内
を
す
る
際
に

は
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の

チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
と
と

も
に
、
広
報
は
ま
ま
つ
に

掲
載
し
周
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
民
生
委
員
な
ど
に

も
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
、

自
分
で
情
報
を
取
り
に
行

け
な
い
人
へ
も
情
報
が
届

く
よ
う
に
し
て
い
る
。

市
民
に
向
け
た
野
菜
摂
取

量
増
加
推
進
事
業
に
つ
い

て質
疑
小
・
中
学
生
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
行
動

答
弁
状
況
が
分
か
る
親

族
に
は
申
請
を
認
め
る
予

定
で
あ
り
、
警
察
か
ら
の

情
報
提
供
に
よ
り
漏
れ
な

く
対
応
す
る
。

い
じ
め
問
題
第
三
者
委
員

会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

質
疑
い
じ
め
問
題
第
三

者
委
員
会
は
、
常
設
の
組

織
と
な
る
の
か
。　

答
弁
当
該
委
員
会
の
役

割
は
今
後
大
き
く
な
る
と

認
識
し
て
お
り
、
常
設
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

質
疑
構
成
員
は
。

答
弁
弁
護
士
、
児
童
精

神
科
医
、
心
理
士
、
社
会

福
祉
士
な
ど
を
想
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
学
識
経
験

者
と
し
て
、
学
校
現
場
の

状
況
が
分
か
っ
て
い
る
人

を
考
え
て
い
る
が
、
中
立

性
・
公
平
性
を
考
慮
し
、

県
外
の
人
を
想
定
し
て
い

る
。

●●

●

●

●

●

附
帯
決
議
の
要
旨
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◎常任委員会の状況

３
月
14
日
、15
日
に
開
催
し
た
各
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
で
す

アクトシティ浜松に設置されている動く歩道

ベジメータ測定

※
ベ
ジ
メ
ー
タ
…
指
先
の
皮
膚
カ
ル
テ
ノ
イ
ド
を
測
定
し
野
菜
摂
取
状
況
を
数
値
で
測
定
す
る
装
置
。



総

務

委

員

会

環
境
経
済
委
員
会

建
設
消
防
委
員
会

市
制
記
念
式
典
開
催
事
業

に
つ
い
て

質
疑
式
典
を
こ
れ
ま
で

の
２
部
制
か
ら
１
部
制
に

改
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、

以
前
の
本
会
議
に
お
い
て
、

式
典
の
第
２
部
に
金
原
明

善
翁
の
没
後
100
周
年
記
念

行
事
を
行
う
と
答
弁
し
て

い
た
点
に
つ
い
て
は
ど
う

な
る
の
か
。

答
弁
１
部
制
に
変
更
は

す
る
も
の
の
、
式
典
の
中

で
金
原
明
善
翁
を
顕
彰
す

る
講
演
会
な
ど
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
運
用
事
業
に

つ
い
て

質
疑
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
へ
の
情
報
発
信

を
一
元
化
し
た
は
ず
だ
が
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
た
情
報

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
情

報
に
差
異
が
生
じ
た
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
こ

れ
は
シ
ス
テ
ム
的
な
問
題

ふ
れ
あ
い
森も
り
も
り守
促
進
事
業

に
つ
い
て

質
疑
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
実
施
内
容
は
。

答
弁
目
標
額
を

200
万
円

と
し
、
富
塚
川
平
地
区
市

民
の
森
に
お
い
て
、
ホ
タ

ル
が
舞
う
自
然
環
境
の
保

全
整
備
に
活
用
す
る
。
目

標
額
に
達
し
た
場
合
の
み

事
業
を
実
施
す
る
達
成
時

実
施
型
で
、
６
月
頃
に
募

集
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
。

都
市
防
災
推
進
事
業
に
つ

い
て当

局
説
明
防
災
都
市
づ

く
り
の
基
本
方
針
及
び
具

体
的
指
針
と
な
る
計
画
を

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
検

討
し
て
い
く
。

大
河
ド
ラ
マ
館
関
連
事
業

に
つ
い
て

当
局
説
明
大
河
ド
ラ
マ

「
ど
う
す
る
家
康
」
の
放

送
を
好
機
と
し
て
、
誘
客

の
核
と
な
る
大
河
ド
ラ
マ

館
を
建
設
し
、
観
光
誘
客

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

質
疑
駐
車
場
及
び
浜
松

駅
か
ら
大
河
ド
ラ
マ
館
へ

の
動
線
の
考
え
方
は
。

答
弁
浜
松
城
公
園
及
び

市
役
所
駐
車
場
は
、
そ
れ

ぞ
れ
本
来
の
利
用
者
が
い

る
た
め
、
大
河
ド
ラ
マ
館

の
来
場
者
に
つ
い
て
は
、

民
間
駐
車
場
の
活
用
に
向

け
て
駐
車
場
組
合
と
の
意

見
交
換
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
来
場
に
当
た
っ
て

は
、
大
河
ド
ラ
マ
館
単
体

で
は
な
く
、
家
康
の
散
歩

道
な
ど
、
町
な
か
を
周
遊

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
動

線
を
整
備
し
て
い
く
。　

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
区
域
施
策
編
）
改
定

事
業
に
つ
い
て

当
局
説
明
地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
の
改
正
な
ど
に
伴
い
、

本
市
の
実
行
計
画
を
改
定

す
る
も
の
で
あ
る
。　
　

質
疑
新
た
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
事
業

本
部
を
設
置
し
、
全
庁
的

な
取
組
を
加
速
し
て
い
く

中
で
、
従
来
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
対
策
だ

け
で
な
く
、
海
藻
な
ど
の

海
洋
生
物
に
よ
り
温
室
効

果
ガ
ス
を
吸
収
す
る
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
や
、
温
室
効

果
ガ
ス
を
積
極
的
に
再
利

用
す
る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
の
観
点
を
計
画

に
盛
り
込
む
考
え
は
あ
る

か
。　
　

答
弁
現
時
点
で
は
国
の

基
準
や
考
え
が
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
国
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
市

の
計
画
と
し
て
ど
の
よ
う

が
要
因
で
あ
っ
た
の
か
。

答
弁
シ
ス
テ
ム
の
問
題

で
は
な
く
、
関
係
各
課
に

お
け
る
調
整
が
十
分
で
は

な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し

た
も
の
で
あ
る
。
今
後
は

庁
内
で
適
切
に
連
携
し
、

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信

に
努
め
て
い
く
。

工
事
検
査
事
業
に
つ
い
て

質
疑
工
事
関
係
書
類
の

量
が
多
く
、
作
成
す
る
職

員
の
負
担
が
重
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
簡
素
化

を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
現
在
、
１
０
０
０

万
円
未
満
の
小
規
模
工
事

に
つ
い
て
は
、
書
類
の
簡

素
化
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
画
像
に

関
し
て
簡
素
化
の
取
組
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
、
他
都
市
の
状
況

確
認
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

効
率
化
・
省
力
化
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

策
定
し
、
防
災
を
意
識
し

た
都
市
づ
く
り
を
推
進
す

る
も
の
で
あ
る
。　
　
　

質
疑
重
点
検
討
区
域
の

決
め
方
は
。

答
弁
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
と
都
市
計
画
基
礎
調

査
の
デ
ー
タ
を
重
ね
合
わ

せ
、
災
害
リ
ス
ク
の
評
価

・
分
析
を
行
い
、
被
害
想

定
の
大
き
い
区
域
を
特
定

し
、
重
点
検
討
区
域
と
し

て
選
定
す
る
。

ま
ち
な
か
定
住
促
進
補
助

事
業
に
つ
い
て

質
疑
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

及
び
建
売
住
宅
が
、
補
助

の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て

い
る
理
由
は
。

答
弁
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
、
個
人
の
新
築
住
宅

を
優
先
し
て
い
る
。
ま
た
、

補
助
金
の
一
団
地
へ
の
集

中
や
、
補
助
金
を
当
て
に

し
た
不
要
な
開
発
を
防
止

す
る
観
点
か
ら
、
開
発
事

業
者
な
ど
に
よ
る
も
の
は

対
象
外
と
し
た
。

●

●

●

●

●

●

●

●

6

◎常任委員会の状況

富塚川平地区市民の森
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◎代表質問

質
問

天
竜
区
阿
蔵
山
地

区
は
、
新
た
な
工
場
用
地

と
し
て
の
活
用
が
見
込
ま

れ
、
バ
イ
パ
ス
の
早
期
開

通
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
整
備
・

開
発
は
ど
う
進
め
る
か
。

答
弁

道
路
整
備
に
つ
い

て
は
、
国
道
152
号
浜
北
天

竜
バ
イ
パ
ス
の
う
ち
開
発

予
定
地
ま
で
の
ア
ク
セ
ス

道
路
は
、
阿
蔵
高
架
橋
終

点
か
ら
阿
蔵
山
線
と
の
交

差
部
に
お
い
て
４
年
９
月

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

残
る
区
間
は
、
４
年
度
に

設
計
と
一
部
の
工
事
に
着

手
し
、
９
年
度
末
の
完
成

を
目
指
す
。

　
工
場
用
地
の
開
発
に
つ

い
て
は
、
同
地
区
は
高
速

道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良

好
で
あ
り
、
北
遠
地
域
の

玄
関
口
と
し
て
活
用
が
大

い
に
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
６
年
度
末
を
目
途
に

工
業
用
地
へ
の
変
更
に
向

け
て
取
り
組
み
、
10
年
度

に
大
規
模
工
場
用
地
と
し

て
分
譲
開
始
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
全
庁
を
挙
げ
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
を

②
区
再
編
内
定
案
に
お
け

る
配
慮
す
べ
き
課
題
は

③
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
対
策
の
加
速
化
を

　
　

自由民主党浜松
倉田　清一

注
目
さ
れ
る
阿
蔵
山
地
区

の
開
発
に
向
け
た
取
組
は

道路斜面の防災対策箇所

３
月
9
日
に
は
、会
派
を
代
表
し
て
4
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た

質
問

２
０
５
０
年
ま
で

の
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目

指
し
、
国
は
３
年
６
月
に

地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
公
表
し
た
。
再
エ
ネ

な
ど
の
資
源
活
用
が
地
域

課
題
解
決
に
貢
献
す
る
と

し
て
い
る
が
、
本
市
の
取

組
は
ど
う
か
。　
　
　
　

答
弁

国
は
今
後
５
年
間

を
取
組
の
集
中
期
間
と
し
、

モ
デ
ル
と
な
る
脱
炭
素
先

行
地
域
の
募
集
を
開
始
し

た
。
本
市
は
こ
れ
に
応
募

し
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
重

点
対
策
で
あ
る
自
家
消
費

型
太
陽
光
発
電
の
導
入
や
、

建
築
物
の
省
エ
ネ
性
能
の

向
上
な
ど
を
目
指
す
ほ
か
、

新
た
に
全
公
共
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
設
備
導
入
調

査
や
Ｚ
※
１

Ｅ
Ｈ
の
導
入
促
進

支
援
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
庁
内
に
お
い
て

脱
炭
素
関
連
事
業
を
横
断

的
か
つ
集
中
的
に
取
り
組

む
た
め
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
推
進
事
業
本
部

を
設
置
し
、
脱
炭
素
政
策

を
加
速
さ
せ
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
の
有
効
活
用
を　

②
子
※

ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

の
設
置
で
権
利
擁
護
を

③
個
人
資
産
を
公
募
債
等

に
活
用
し
市
政
参
加
を

公明党
丸　英之

地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
沿
っ
た
政
策
推
進
を

2

バイオマス発電
バイオマス熱利用

太陽光発電
太陽熱利用

水力・小規模水力発電

風力・小型風力発電

小規模火力発電廃棄物発電
廃棄物熱利用

日照時間日本トップクラス
太陽光発電の最適地

日照時間日本トップクラス
太陽光発電の最適地

エネルギー自給率向上
エネルギー地産地消

市域内に7,500本の河川
農業・工業用水

市域内に7,500本の河川
農業・工業用水

市域の7割が森林面積市域の7割が森林面積

遠州の空っ風遠州の空っ風

都市部の生ごみ
下水汚泥

都市部の生ごみ
下水汚泥

企業コジェネ
家庭用ｴﾈﾌｧｰﾑ等
企業コジェネ

家庭用ｴﾈﾌｧｰﾑ等

地域特性を活かした再生可能エネルギーの導入

地域特性を活かした再生可能エネルギ―

 
代
表
質
問

質
問

書
か
な
い
窓
口
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性

向
上
に
加
え
、
感
染
症
予

防
に
も
寄
与
す
る
こ
と
か

ら
、
本
市
で
も
導
入
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
本
市
で
は
、
総
合

窓
口
を
導
入
し
、
区
役
所

や
協
働
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

戸
籍
や
住
民
票
の
交
付
な

ど
複
数
の
手
続
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
実
施
し
て
お
り
、

現
在
は
来
庁
者
が
申
請
書

を
記
入
し
て
い
る
。
一
方
、

書
か
な
い
窓
口
で
は
、
来

庁
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に

よ
り
、
シ
ス
テ
ム
か
ら
出

力
さ
れ
る
氏
名
や
住
所
、

申
請
内
容
な
ど
が
印
字
さ

れ
た
申
請
書
を
来
庁
者
が

確
認
し
、
署
名
す
る
だ
け

で
手
続
を
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

業
務
改
革
の
視
点
で
現
状

の
事
務
手
続
を
検
証
・
評

価
し
、
市
民
の
利
便
性
・

満
足
度
向
上
の
観
点
か
ら
、

導
入
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の
状

況
と
救
急
体
制
は　
　

②
ゼ
※

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
で

ご
み
が
出
な
い
施
策
を

③
ほ
※
２

し
い
物
リ
ス
ト
活
用

成
果
と
今
後
の
展
開
を

創造浜松
関　イチロー

書
か
な
い
窓
口
の
導
入
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を　

協働センター窓口での手続の様子

※
ゼ
ロ・ウ
ェ
イ
ス
ト・・・ご
み
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
廃
棄
物
を
減
ら
す
活
動
。

※
子
ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー・・・子
ど
も
の
声
を
代
弁
し
、独
立
し
た
立
場
で
調
査
、勧
告　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
な
ど
を
行
う
機
関
。

波線（           ）については、10ページの用語解説を御覧ください
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◎代表・一般質問

質
問
本
市
は
満
18
歳
に

な
る
市
民
の
個
人
情
報
を

自
衛
隊
に
提
供
し
て
い
る

が
、
情
報
提
供
を
望
ま
な

い
と
い
う
個
人
の
権
利
保

護
を
基
本
的
人
権
と
捉
え
、

除
外
申
請
を
受
け
付
け
る

考
え
は
な
い
か
。

答
弁
自
衛
官
等
の
募
集

事
務
に
係
る
情
報
提
供
は
、

国
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、

法
定
受
託
事
務
と
し
て
事

務
処
理
を
行
い
提
供
し
て

い
る
も
の
で
、
市
独
自
の

除
外
申
請
制
度
を
設
け
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

提
供
に
当
た
っ
て
は
、
管

理
に
万
全
の
注
意
を
払
う

こ
と
や
、
目
的
外
利
用
を

し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
の

条
件
を
つ
け
、
個
人
情
報

保
護
対
策
を
図
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
改
正
個
人
情
報

保
護
法
の
地
方
公
共
団
体

の
機
関
に
関
す
る
規
定
が

５
年
５
月
ま
で
に
施
行
さ

れ
る
が
、
自
衛
隊
へ
の
個

人
情
報
提
供
は
同
法
施
行

後
に
お
い
て
も
適
法
な
も

の
と
考
え
て
い
る
。　
　

そ
の
他
の
質
問

①
ご
み
削
減
の
た
め
集
積

所
で
の
雑
紙
回
収
を　

②
時
間
外
診
療
な
ど
子
供

医
療
費
の
助
成
拡
充
を

③
放
課
後
児
童
会
利
用
料

増
額
へ
の
支
援
策
は　

日本共産党浜松市議団
小黒　啓子

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提

供
に
除
外
申
請
制
度
を

他市で使用されている除外申請書（抜粋）  

一
般
質
問

質
問

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
安
定
的
に
利
用
す

る
た
め
に
は
、
水
素
製
造

や
蓄
電
池
な
ど
の
需
給
調

整
が
必
要
だ
が
、
こ
れ
ら

の
活
用
促
進
策
は
ど
う
か
。

答
弁

再
エ
ネ
由
来
の
水

素
製
造
は
、
技
術
革
新
に

よ
る
コ
ス
ト
低
減
が
前
提

と
な
る
こ
と
か
ら
、
他
事

例
や
国
の
動
向
を
注
視
し
、

実
証
実
験
の
可
能
性
を
検

討
す
る
。
ま
た
、
山
梨
県

と
の
合
同
セ
ミ
ナ
ー
開
催

な
ど
、
来
る
べ
き
水
素
社

会
に
向
け
た
普
及
啓
発
活

動
を
継
続
し
て
い
く
。　

　
蓄
電
池
に
つ
い
て
は
、

導
入
意
向
が
上
昇
し
て
お

り
、
浜
松
市
ス
マ
ー
ト
ハ

ウ
ス
補
助
金
を
継
続
す
る

ほ
か
、
Ｅ
Ｖ
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
制
度
に
加
え
、

４
年
度
か
ら
導
入
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
Ｖ
※
３

２
Ｈ

へ
の
補
助
増
額
に
よ
り
動

く
蓄
電
池
と
し
て
の
普
及

を
図
る
な
ど
、
再
エ
ネ
の

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
利

用
を
促
進
し
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
四
ツ
池
公
園
の
周
辺
環

境
整
備
の
検
討
状
況
は

②
ご
み
有
料
化
で
見
込
む

一
人
当
た
り
排
出
量
は

③
生
ご
み
と
紙
類
削
減
に

向
け
た
具
体
的
取
組
は

平間　良明
市民クラブ

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け

水
素
や
蓄
電
池
の
活
用
を

　使用済み紙容器回収箱

３
月
10
日
、11
日
に
は
、６
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た

質
問

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

運
営
に
お
い
て
は
、
施
設

管
理
だ
け
で
な
く
、
競
技

団
体
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
と
の
協
働
に
よ
る
戦
略

的
な
施
設
整
備
や
大
会
誘

致
な
ど
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答
弁

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
大
半
は
指
定
管
理

者
制
度
な
ど
に
よ
り
、
民

間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た

運
営
が
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
他
都
市
で
は
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
団
体
へ
管
理
を
委

ね
、
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
か
ら

大
会
誘
致
、
大
規
模
改
修

を
含
め
た
施
設
の
長
期
運

営
ま
で
を
包
括
的
に
行
っ

て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
活
用

の
仕
方
に
よ
っ
て
地
域
活

性
化
の
拠
点
と
な
る
こ
と

か
ら
、
競
技
団
体
や
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
連
携

を
強
め
、
大
会
誘
致
な
ど

の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

で
地
域
に
好
循
環
を
生
む

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運

営
を
進
め
て
い
く
。　
　

そ
の
他
の
質
問

①
不
※
４

登
校
特
例
校
設
置
と

官
民
連
携
へ
の
考
え
は

②
市
立
幼
稚
園
の
課
題
と

今
後
の
在
り
方
は　
　

③
積
極
財
政
と
成
長
産
業

へ
の
投
資
の
考
え
は　

稲葉　大輔
自由民主党浜松

競
技
団
体
な
ど
と
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
戦
略
的
運
営
を

ハードコートへの改修が期待される
雄踏総合公園テニスコート
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◎一般質問

質
問
地
域
創
生
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
就
任
し
た
木
村

俊
昭
氏
を
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
考
え
か
。
ま
た
、

地
場
産
業
の
振
興
の
た
め
、

人
財
の
養
成
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
弁

木
村
氏
は
、
内
閣

官
房
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

や
総
務
省
地
域
力
創
造
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
な

ど
、
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て

お
り
、
地
域
や
現
場
に
近

い
視
点
で
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
加
え
、
企
業
な
ど
と
連

携
し
た
課
題
解
決
に
向
け

た
提
案
な
ど
も
期
待
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
地
場
産
業
の
振

興
に
は
、
ま
ち
育
て
と
ひ

と
育
て
を
同
時
に
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
、
行
政
職

員
が
黒く
ろ
こ子
と
な
り
、
地
域

創
生
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
人
財
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
が
重
要
と
認

識
し
て
お
り
、
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
講
座
な
ど
へ
の

参
加
を
通
じ
て
、
人
材
を

育
成
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
木
造
住
宅
耐
震
化
の
目

標
値
と
達
成
の
取
組
は

②
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
林
業
人
材
育
成
を

③
浜
北
副
都
心
の
実
現
に

向
け
た
現
状
の
認
識
は

太田　康隆
自由民主党浜松

地
域
創
生
人
財
の
養
成
に

よ
り
地
場
産
業
の
振
興
を

なゆた・浜北

質
問
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

用
い
て
本
市
の
文
化
資
源

の
魅
力
を
高
め
、
そ
の
成

果
を
様
々
な
分
野
で
応
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今

後
の
活
用
は
ど
う
か
。　

答
弁
中
央
図
書
館
で
は
、

本
市
の
文
化
資
源
の
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
構
築
と
活
用

を
図
る
た
め
、
文
化
遺
産

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事

業
を
進
め
て
お
り
、
博
物

館
所
蔵
の
大
型
城
下
町
絵

図
や
美
術
館
所
蔵
の
浮
世

絵
な
ど
、
本
市
の
貴
重
な

文
化
資
源
約
380
点
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
公
開
し
、
年
間

約
350
万
ア
ク
セ
ス
と
広
く

活
用
さ
れ
て
い
る
。　
　

　
今
後
、
浜
松
城
発
掘
調

査
成
果
の
三
次
元
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
仮
想
現
実
映

像
化
や
、
大
河
ド
ラ
マ
関

連
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を

図
る
ほ
か
、
学
校
授
業
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
の
教
材
活
用
な
ど
、

文
化
資
源
の
魅
力
向
上
や

活
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
地
域
課
題
で
あ
る
高
齢

者
の
移
動
支
援
体
制
は

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
の
課
題
と
取
組
は　

③
市
主
宰
の
青
少
年
楽
団

の
未
来
展
望
は　
　
　

山崎　とし子
公明党

文
化
資
源
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
て
活
用
促
進
を

ジュニアオーケストラ浜松

質
問

市
職
員
向
け
に
行

っ
て
い
る
女
性
特
有
の
健

康
課
題
に
関
す
る
研
修
の

内
容
と
今
後
の
展
開
へ
の

考
え
は
ど
う
か
。　
　
　

答
弁

生
理
関
連
の
症
状

を
は
じ
め
と
す
る
女
性
特

有
の
健
康
課
題
は
、
仕
事

の
効
率
低
下
を
招
き
労
働

損
失
に
つ
な
が
る
と
の
指

摘
も
あ
る
。
３
年
10
月
に

女
性
職
員
の
意
見
交
換
会
、

12
月
に
管
理
職
研
修
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
相
談
や

休
暇
申
請
を
し
や
す
い
職

場
の
雰
囲
気
づ
く
り
、
休

憩
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
会

議
の
短
時
間
化
な
ど
、
活

発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
今
後
は
、
取
組
を
全
庁

的
に
広
め
る
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
女
性
の
悩
み
や
困
り

ご
と
を
軽
減
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
男
性
職
員
に
も

共
感
や
認
識
の
共
有
化
を

段
階
的
に
図
る
こ
と
で
、

全
て
の
職
員
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
を
目
指
し
て

い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
人
権
条
例
制
定
に
か
け

る
市
長
の
思
い
は　
　

②
外
国
人
市
民
へ
の
就
労

支
援
と
人
材
育
成
を　

③
学
校
で
の
生
理
へ
の
対

応
と
保
健
室
の
役
割
は

須藤　京子
自由民主党浜松

女
性
特
有
の
健
康
課
題
へ

の
理
解
と
配
慮
を

 

 
  

女性特有の健康課題と働き方 

全ての人が性別に関わらず活躍する上で大きな課題のひとつとなるの

が、月経関連の症状をはじめとした女女性性特特有有のの健健康康課課題題です。生生理理痛痛や

ＰＰＭＭＳＳ（（月月経経前前症症候候群群））などの症状は、本人がコントロールできるもの

ではありません。一方で、これらの症状に対して適切なケアをしないと、

仕事での効率の低下や欠勤など、大きな労労働働損損失失に繋がってしまいます。 

この課題は、女性だけで解決できるものではありません。生理がない人

も含めた全ての人が正正ししいい知知識識を得て理解を深めることで、業務への影

響を減らすことができます。 

『はままつの「生理」を学ぶプロジェクト』から見えたこと 

生理のときに困ったこと、ありますか？ 

ＰＭＳ（月経前症候群） 

月経（生理）の３～１０日

前から起こる心身の不調

のことです。症状は腹痛、

頭痛、イライラ、不安など

２００種類以上ともいわれ

ています。程度にも個人

差があります。 

コロナ禍の中で、経済的な問題等で生理用品が入手しづらい「「生生理理のの貧貧困困」」が世界的に問題と

なりました。そこでＵＤ・男女共同参画課では、昨年５月から『『ははままままつつのの「「生生理理」」をを学学ぶぶ

ププロロジジェェククトト』』を発足し、市民を対象としたＷＷＥＥＢＢアアンンケケーートトを実施しました。 

アンケートの回答からは、職場や周囲の知識・理解の薄さによる苦悩の声が多く、リリププロロダダクク

テティィブブ・・ヘヘルルスス／／ラライイツツの大切さについて理解を広める必要があることが分かりました。 

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ 

リプロダクティブ・ヘルス／ライツは、「性と生殖に関する健康と権利」と訳されます。 

言葉を分解してみると、リプロダクティブ・ヘルスとは、妊娠や出産、月経や性生活などについて健康でいられるこ

とを意味します。リプロダクティブ・ライツは、妊娠や出産、更年期などについての知識を十分に得られ、子どもを産

むか産まないか、いつ何人産むのかを自分で決められる権利のことです。 

プロジェクトで実施したアンケート

の一部を紹介します。生理のときの

困難で経験のあることを聞いたとこ

ろ、１０３人の回答のうち５２人が

「学校や会社を欠欠席席、、早早退退、、遅遅刻刻し

たことがある」と回答しました。 

多くの女性が経験する困難に対し、

周囲が理理解解し、気軽に相相談談できる環

境を作ることが重要です。 

プロジェクト詳細は 
こちらから→ 

市発行のUD・男女まがじん（抜粋）
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◎一般質問

４
年
４
月
に
市
議
会
議
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
「
資
産
等
補
充
報
告
書
」
、
「
所
得

等
報
告
書
」
、
「
関
連
会
社
等
報
告
書
」

を
、
７
月
１
日
か
ら
本
庁
市
政
情
報
室
や

各
区
役
所
の
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
30
年
か
ら
３
年
ま
で
に

市
議
会
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
は
、

議
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
細
は
議
会
総
務
課
へ

　
☎
０
５
３ 

― 

４
５
７ 

― 

２
５
０
５

　

３
年
度
の
政
務
活
動
費
収
支
報
告
書

及
び
証
拠
書
類
の
写
し
を
、
非
公
開
情

報
を
除
き
、
７
月
１
日
か
ら
議
会
事
務

局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
日
か

ら
浜
松
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
か
ら
２
年
度
ま

で
の
書
類
の
写
し
は
議
会
事
務
局
、
２

年
度
分
は
浜
松
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
議
会
総
務
課
へ

　
☎
０
５
３ 

― 

４
５
７ 

― 

２
５
０
５

政
務
活
動
費
収
支
報
告
書
等

の
写
し
を
閲
覧
で
き
ま
す

資
産
等
の
公
開
に
係
る
報
告

書
を
閲
覧
で
き
ま
す

※
１ＺＥ
Ｈ
（
ゼ
ッ
チ
）(

７
ペ
ー
ジ)

　
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
の
略
称
。断
熱
性
能
の
向
上

と
高
効
率
な
設
備
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
室
内
環
境
の
質
を
維
持
し
つ

つ
大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
し
た
上
で
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
収
支

を
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
住
宅
の
こ
と
。

※
２

��

ほ
し
い
物
リ
ス
ト(

７
ペ
ー
ジ)

　

本
市
が
新
た
な
寄
附
制
度
と
し
て
活
用
を
は
じ
め
た
、総
合
オ
ン
ラ

イ
ン
ス
ト
ア
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
の
サ
ー
ビ
ス
。市
が
必
要
と
す
る
商
品
を

リ
ス
ト
に
登
録
し
、賛
同
す
る
人
が
そ
の
リ
ス
ト
か
ら
購
入
し
、商
品

を
市
に
寄
附
す
る
こ
と
が
で
き
る
。所
得
税
の
寄
附
金
控
除
の
対
象
と

な
る
。

※
３

�

Ｖ
２
Ｈ
（
ビ
ー
ク
ル
・
ト
ゥ
・
ホ
ー
ム
）(

８
ペ
ー
ジ
）

　
自
動
車
か
ら
家
へ
と
い
う
意
味
を
持
ち
、電
気
自
動
車
な
ど
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
蓄
電
池
の
電
力
を
家
庭
用
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
総
称
。脱
炭
素
社
会
へ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
注
目

さ
れ
、自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
停
電
対
策
に
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

※
４
不
登
校
特
例
校(

８
ペ
ー
ジ
）

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態
に
配
慮
し
、学
習
指
導
要
領
に
と
ら
わ
れ

な
い
特
別
な
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
学

校
で
、文
部
科
学
大
臣
が
指
定
す
る
。３
年
４
月
１
日
現
在
、全
国
で

　

校
設
置
さ
れ
て
い
る
。

用

語

解

説

質
問

区
再
編
後
の
地
域

自
治
は
、
地
域
特
性
や
課

題
に
よ
り
施
策
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
在
り
方
も
変

わ
る
と
考
え
る
が
、
一
市

多
制
度
を
容
認
す
る
考
え

は
あ
る
か
。
ま
た
、
行
政

の
関
わ
り
方
は
ど
う
か
。

答
弁

地
域
自
治
の
根
幹

と
な
る
協
議
会
は
、
成
り

立
ち
な
ど
が
異
な
る
た
め
、

区
再
編
後
は
、
全
市
画
一

に
と
ら
わ
れ
な
い
最
適
な

仕
組
み
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
。
現
在
の
案
で
は
、

２
階
層
と
し
、
各
層
の
数

は
新
区
の
３
つ
か
ら
、
現

行
区
の
７
つ
、
旧
市
町
村

単
位
を
ベ
ー
ス
と
す
る
16
、

地
区
自
治
連
を
単
位
と
す

る
最
大
50
ま
で
を
想
定
し

て
い
る
。

　
ま
た
、事
務
局
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
担
当
職
員
が
担
う

が
、
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

会
議
へ
の
参
加
な
ど
地
域

住
民
の
負
担
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
、
地
域
の
声

を
聞
き
な
が
ら
体
制
を
検

討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
遊
休
公
共
施
設
利
活
用

の
今
後
の
展
望
は　
　

②
空
き
家
を
活
用
し
た
移

住
促
進
策
の
考
え
は　

③
公
共
イ
ン
フ
ラ
対
策
に

技
術
職
員
の
確
保
を　

鈴木　育男
自由民主党浜松

区
再
編
後
は
地
域
自
治
に

最
適
な
仕
組
み
の
構
築
を

必要な人材配置で適正な維持管理が求められ
る公共インフラ

17
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◎特別委員会の活動状況

m
m

m
44

◆
区
制
度
の
検
討

区
割
り
案
の
た
た
き
台
６
案
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
、
天
竜
区
は
行
政
に
よ
る
特

別
な
支
援
が
必
要
と
判
断
し
、
単
独
の
取

扱
い
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
区
割
り
案
た
た
き
台
３
案
を
比
較

検
討
し
協
議
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
区
の
数

は
３
区
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
区
の
線

引
き
に
当
た
っ
て
は
「
現
行
の
天
竜
区
」
、

「
北
区
の
う
ち
三
方
原
地
区
を
除
い
た
地

域
及
び
浜
北
区
」
、
「
中
、
東
、
西
、
南

区
及
び
北
区
の
う
ち
三
方
原
地
区
」
を
新

た
な
区
と
す
る
こ
と
を
市
に
提
案
し
、
12

月
７
日
の
委
員
会
で
区
割
り
案
を
内
定
し

ま
し
た
。

ま
た
、
区
政
担
当
副
市
長
の
配
置
や
協

議
会
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
継
続
し
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

◆
大
都
市
共
通
の
課
題

政
令
指
定
都
市
が
共
同
で
行
う
国
へ
の

要
望
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。　

◆
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

　
前
回
策
定
か
ら
５
年
を
経
過
す
る
た
め
、

改
訂
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。　

交
通
政
策
　
大
規
模
災
害

対
策
調
査
特
別
委
員
会
　

大
型
公
共
施
設
建
設

調
査
特
別
委
員
会
　

行
財
政
改
革
・
大
都
市

制
度
調
査
特
別
委
員
会

◆
交
通
政
策

当
局
か
ら
、
第
11
次
浜
松
市
交
通
安
全

計
画
の
基
本
理
念
は
、
「
依
然
と
し
て
年

間
５
０
０
０
件
を
超
え
る
人
身
交
通
事
故

が
発
生
し
て
お
り
、
子
供
や
高
齢
者
が
事

故
に
遭
う
悲
惨
な
事
故
も
後
を
絶
た
な
い

た
め
、
改
め
て
「
人
優
先
」
の
考
え
の
も

と
、
交
通
安
全
思
想
の
定
着
と
交
通
環
境

の
充
実
を
図
り
、
究
極
的
に
は
事
故
の
な

い
社
会
を
目
指
す
」
と
す
る
こ
と
な
ど
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
新
型
感
染
症
対
策

　
当
局
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
の
発
生
状
況
や
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
委
員
か
ら
今
後
の
保
健
所
の
体
制
に

つ
い
て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
当
局
か
ら
、

既
に
担
当
課
長
や
職
員
を
配
置
し
て
お
り
、

今
後
、
想
定
以
上
に
感
染
者
が
増
え
た
と

き
に
は
、
応
援
職
員
が
派
遣
さ
れ
る
体
制

が
と
れ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
抗
体

カ
ク
テ
ル
療
法
の
使
用
実
績
な
ど
、
多
く

の
質
疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　

◆
総
合
戦
略

当
局
か
ら
、
〝
や
ら
ま
い
か
〟
総
合
戦

略
の
２
年
度
の
評
価
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
委
員
か
ら
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
、
満
足
の
い
く
雇
用
機
会
に
恵
ま
れ

て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
が
19
％
で
あ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
も
考
慮
し
、
戦
略

や
目
標
値
の
変
更
な
ど
も
検
討
し
て
ほ
し

い
な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。　

◆
企
業
誘
致
な
ど

当
局
か
ら
、
北
部
清
掃
工
場
跡
地
を
工

場
用
地
と
し
て
分
譲
す
る
こ
と
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
委
員
か
ら
、
こ
の
土
地
は

工
場
立
地
誘
導
地
区
に
な
っ
て
い
な
い
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
と
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、
当
局
か
ら
、
今
後
二
、
三

年
を
め
ど
に
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
中
で
定
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
複
数
の
委
員

か
ら
、
周
辺
住
民
に
対
す
る
説
明
を
十
分

に
行
い
、
理
解
が
得
ら
れ
た
上
で
事
業
を

進
め
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

◆
県
が
整
備
す
る
新
野
球
場

当
局
か
ら
、
県
は
、
遠
州
灘
海
浜
公
園

（
篠
原
地
区
）
の
比
較
検
討
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
な
ど

調
査
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
原
案
の
修
正

は
せ
ず
、
４
年
度
末
ま
で
の
基
本
計
画
公

表
を
目
指
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

◆
新
病
院
建
設

浜
松
医
療
セ
ン
タ
ー
の
経
営
状
況
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

◆
新
清
掃
工
場
建
設

６
年
４
月
の
稼
働
に
向
け
、
造
成
・
ア

プ
ロ
ー
チ
道
路
工
事
、
本
体
の
建
築
工
事

と
も
に
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
の
活
動
状
況
　
　

3
年
度
の
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す

新清掃工場建設現場（4年３月25日撮影）

・
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〔
5
月
〕

13
日　
各
常
任
委
員
会

19
日　
議
会
運
営
委
員
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

26
日　
本
会
議（
５
月
定
例
会

　
　
　
開
会・議
案
上
程
）

〔
6
月
〕

７
日　
議
会
運
営
委
員
会

8
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

9
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

10
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

13
日　
各
常
任
委
員
会

17
日　
議
会
運
営
委
員
会

20
日　
本
会
議（
採
決・５
月

　
　
　
定
例
会
閉
会
）

今
後
の
議
会
活
動
の
予
定
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